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学
　
会
　
彙
　
報

○
十
月
二
十
六
日
（
水
）
午
後
三
時
よ
り
、
本

学
尋
源
講
堂
に
お
い
て
、
真
宗
学
会
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
発
表
者
並
び
に
発
表
題
目
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

「
欲
生
・
願
生
・
往
生
│
『
大
無
量
寿
経
』
出

現
の
意
義
│
」 

本
学
教
授
　
加
来
雄
之

「
信
の
宗
教
と
浄
土
の
思
想
」

 

京
都
大
学
大
学
院
教
授
　
氣
多
雅
子

○
十
月
二
十
九
日
（
土
）
授
業
（
真
宗
学
演
習

Ⅱ
）
の
一
環
と
し
て
、
真
宗
学
科
第
二
学
年
の

学
生
と
担
当
教
員
に
よ
る
比
叡
山
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
比
叡
山
の
東
塔
・
西
塔

エ
リ
ア
に
て
史
跡
踏
査
を
行
っ
た
。

午
前
九
時
、
本
学
尋
源
館
Ｊ
1 

0 

3
教
室
に
集

合
。
午
後
二
時
、
比
叡
山
延
暦
寺
根
本
中
堂
前

に
て
解
散
。

○
十
一
月
九
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
よ
り

修
士
論
文
中
間
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
発
表

者
と
発
表
題
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
現
生
正
定
聚
」 

長
尾
良
見

「
唯
除
の
意
義
│
親
鸞
の
視
座
を
通
し
て
│
」

 

廣
田
　
至

「
阿
弥
陀
仏
と
諸
仏
│
『
教
行
信
証
』「
行

巻
」
を
中
心
と
し
て
│
」 

關
根
大
果

「『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
時
の
問
題
│
時
機

純
熟
と
信
の
一
念
│
」 

海
　
理
在

○
十
二
月
八
日
（
木
）
午
後
六
時
よ
り
卒
業
論

文
中
間
発
表
会
が
開
催
さ
れ
た
。
発
表
者
と
発

表
題
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
現
生
正
定
聚
」 

藤
野
一
彰

「
浄
土
と
は
ど
う
い
う
場
所
か
」 

寺
本
　
光

「
真
宗
に
お
け
る
五
逆
を
犯
し
た
者
と
正
法
を

誹
謗
し
た
者
の
位
置
」 

新
川
　
楓

「
現
代
に
お
け
る
死
の
受
容
│
清
沢
満
之
の
生

涯
か
ら
」 

伊
藤
　
智

「「
自
己
と
は
何
ぞ
や
」
〜
清
沢
が
出
遇
っ
た

自
己
〜
」 

門
間
晃
樹

○
十
一
月
二
十
九
日
（
火
）
午
後
一
時
よ
り
、

本
学
慶
聞
館
Ｋ
2 

0 

4
教
室
に
て
、
真
宗
学
科

一
回
生
を
対
象
と
し
た
思
想
探
究
コ
ー
ス
、
現

代
臨
床
コ
ー
ス
、
国
際
コ
ー
ス
の
特
別
講
演
会

を
実
施
し
た
。
各
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
次
の
先

生
方
に
お
話
を
頂
い
た
。

・
思
想
探
究
コ
ー
ス 

一
楽
　
真

・
現
代
臨
床
コ
ー
ス 

木
越
　
康

・
国
際
コ
ー
ス 

井
上
尚
実

○
真
宗
学
会
例
会
活
動
報
告

・
第
三
回
例
会

十
一
月
二
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
よ
り

「
真
実
行
│
法
然
か
ら
親
鸞
へ
の
相
承
と
そ
の

展
開
│
」 

博
士
課
程
二
回
生
　
後
藤
　
海

・
第
四
回
例
会

十
二
月
七
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
よ
り

「
真
人
社
の
僧
伽
観
│
『
真
人
』
第
十
三
号
を

中
心
と
し
て
│
」

 

博
士
課
程
二
回
生
　
井
上
泰
之

・
第
五
回
例
会

十
二
月
十
四
日
（
水)

午
後
二
時
四
十
分
よ
り

「『
安
楽
集
』
の
『
涅
槃
経
』
引
文
に
つ
い
て
」

 

博
士
課
程
一
回
生
　
三
池
大
地

・
第
六
回
例
会

十
二
月
二
十
一
日
（
水
）
午
後
二
時
四
十
分
よ

り「『
佛
説
観
無
量
寿
経
』
を
読
む
│
教
育
者

「
釈
尊
」
│
」 

本
学
准
教
授
　
大
城
邦
義

113

　
編
　
集
　
後
　
記

　
諸
般
の
事
情
に
よ
り
第
一
〇
九
号
の
発
刊
が

一
年
以
上
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
を
、
ま

ず
も
っ
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
間
、
昨
年
（
二
〇
一
七
年
）
の
三
月
三

十
一
日
に
、
安
冨
信
哉
先
生
が
急
逝
さ
れ
る
と

い
う
悲
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
二
〇
一

三
年
に
大
谷
大
学
を
退
職
さ
れ
て
名
誉
教
授
と

な
ら
れ
て
か
ら
も
、
真
宗
大
谷
派
講
師
・
教
学

研
究
所
長
・
Ｅ
Ｂ
Ｓ
事
務
局
長
と
い
う
重
責
を

担
わ
れ
、
現
代
の
真
宗
研
究
を
リ
ー
ド
し
続
け

る
大
先
輩
で
し
た
。
安
冨
先
生
の
薫
陶
を
受
け

た
多
く
の
真
宗
学
徒
の
一
人
と
し
て
、
先
生
が

ず
っ
と
願
わ
れ
て
い
た
「
開
か
れ
た
真
宗
学
」

と
い
う
方
向
を
少
し
ず
つ
で
も
先
に
進
め
て
行

く
責
任
を
痛
感
し
ま
す
。

　
安
冨
先
生
が
ま
だ
三
十
代
半
ば
の
若
き
研
究

者
と
し
て
『
親
鸞
教
学
』
の
編
集
に
尽
力
さ
れ

て
い
た
一
九
七
九
年
、
第
三
四
号
に
は
「
真
宗

学
の
現
在
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
、
そ
の
編

集
後
記
に
安
冨
先
生
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。「
真
宗
学
が
開
か
れ
る
道
は
、
は
だ

か
の
現
実
に
触
れ
る
以
外
に
は
な
い
。
宗
門
の

行
手
は
厳
し
い
が
、
言
え
る
こ
と
は
、
現
実
が

あ
る
限
り
、
真
宗
学
の
使
命
は
無
限
に
大
き
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」

　
こ
の
現
実
に
触
れ
る
こ
と
を
通
し
て
真
実
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
使
命
感
は
、「Be 

Real!

」
と
い
う
大
谷
大
学
の
新
し
い
モ
ッ

ト
ー
に
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
厳
し

い
現
実
、
危
機
的
情
況
に
直
面
す
る
中
で
一
層

堅
固
に
な
る
べ
き
思
い
で
す
。
八
十
五
歳
以
降

の
親
鸞
聖
人
の
思
索
は
、
こ
の
現
実
と
真
実
の

通
路
を
開
く
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。
九
十
一
歳
を
過
ぎ
た
曽
我
先
生
が

「
往
生
と
成
仏
」
に
関
す
る
一
連
の
論
考
の
中

で
「
往
生
は
心
に
あ
り
、
成
仏
は
身
に
あ
り
」

「
往
生
は
現
在
に
あ
り
、
現
生
に
あ
り
│
│
こ

う
言
わ
な
き
ゃ
な
ら
ん
」
と
い
う
思
い
切
っ
た

結
論
に
到
達
さ
れ
た
の
も
、
厳
し
い
現
実
の
中

に
浸
透
し
て
人
々
の
目
覚
め
を
促
す
大
悲
の
働

き
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
と
い
う
使
命
感
に

よ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。「
今
日
の
わ
れ
わ
れ
は
、

今
ま
で
の
教
学
は
完
成
し
て
お
ら
ん
の
で
あ
り

ま
す
か
ら
し
て
、
完
全
に
す
る
よ
う
に
み
ん
な

が
手
を
取
っ
て
努
力
し
て
ゆ
く
べ
き
そ
う
い
う

時
機
に
到
達
し
た
と
私
は
思
う
」（『
親
鸞
と
の

対
話
』
二
〇
二
頁
）
と
い
う
曽
我
先
生
の
言
葉

か
ら
五
十
年
を
経
た
今
、
改
め
て
そ
の
努
力
を

継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
本
号
の
巻
頭
に
は
、
延
塚
知
道
教
授
に
よ
る

「
一
心
帰
命
と
一
心
願
生
」
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
親
鸞
が
最
も
大
切
に
論
じ
た

「
難
思
議
往
生
」
に
つ
い
て
、
そ
の
積
極
的
意

義
を
明
確
に
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
論
考
で
す
。

中
山
量
純
任
期
制
助
教
（
執
筆
当
時
）
に
は
、

「
無
義
為
義
│
│
親
鸞
晩
年
の
課
題
と
二
種
回

向
│
│
」
と
題
し
て
在
任
中
の
研
究
成
果
を
示

す
論
文
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
豅
弘

信
氏
（
元
大
谷
大
学
特
別
研
修
員
）
に
御
寄
稿

い
た
だ
い
た
「「
愚
禿
善
信
」
考
│
│
文
明
版

『
正
像
末
和
讃
』
の
撰
号
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」

は
、
氏
が
長
年
に
渡
り
取
り
組
ま
れ
て
き
た
親

鸞
の
改
名
に
関
す
る
研
究
に
新
た
な
角
度
か
ら

光
を
あ
て
る
も
の
で
す
。
鍵
主
良
敬
大
谷
大
学

名
誉
教
授
に
よ
る
「
曇
鸞
大
師
「
無
生
の
生
」

の
誤
謬
説
を
嘆
く
」
は
、
二
〇
一
五
年
度
真
宗

学
会
大
会
に
お
け
る
御
講
演
の
講
演
録
で
す
。

鍵
主
先
生
に
は
本
誌
掲
載
に
あ
た
り
加
筆
修
正

に
御
尽
力
い
た
だ
き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
連
載
中
の
金
子
大
榮
先
生
の
講
義
「『
教

行
信
証
』
の
諸
問
題
」
及
び
安
田
理
深
先
生
の

講
義
「
願
生
論
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
七
回
目
と

十
四
回
目
の
筆
録
を
収
め
て
い
ま
す
。
発
行
の

大
幅
な
遅
れ
の
中
、
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た

だ
い
た
執
筆
の
先
生
方
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

（
井
上
）


